














動になっているのだろうかという問題が生じる．Wild & Pfannkuch （1999）は，ストーリーの基盤に
ある統計的探究プロセスに沿った学習過程において働かせる考え方や能力を四つの次元で捉えてい
る．次元 1 は「探究サイクル」であり，次元 2 は「思考のタイプ」，次元 3 は「尋問的サイクル」，次
元 4 は「気質・態度など」である．佐々木・佐々木（2019）においてストーリーが検討されたのは、
ストーリーが統計的探究プロセスに沿っているかであり，それは次元 1 について検討されたに過ぎな
い．そこで，佐々木・佐々木（2019）によって構成されたストーリーを，次元 2 から次元 4 の枠組み
を用いて評価することが本研究の目的である．
研究の方法は， はじめにストーリーの評価の枠組みを明確にするために，Wild & Pfannkuch 
（1999）による統計的探究プロセスに沿った学習過程において働かせる考え方や能力の分類（次元 1
から次元 4）のうち，主に次元 2 から次元 4 について概観する．次元 1 は統計的探究プロセスを構成
するフェーズに関する内容であり，次元 2 から次元 4 は次元 1 の各フェーズを通して統計的な問題解
決を行うのに必要な考え方や能力に関する内容である．次に，ストーリーに沿った活動を行った結果
について，そこで働く考え方や能力を，次元 2 から次元 4 の視座から考察する．
2．Wild,C.J.& Pfannkuch,M. による経験的探究における統計的思考
Wild & Pfannkuh （1999）は，統計学を専攻する学生や統計の専門家に対するインタビューにより，
統計的探究プロセスを分析し，その際に働かせる考え方や能力を四つの次元で捉えられるとしている．













（2） 次元 2： 思考のタイプ
次元 2 は「思考のタイプ」であり，統計的探究プロセスにおいて働く統計的な見方・考え方に関す
る内容である．内容は「統計的文脈で適用される一般的な思考のタイプ」と「統計的思考に対する基





























2-5 ・データの必要性の認識 ・ 諸決定を作為的に収集したデータに基づかせようとする個人的な
体験と逸話的な証拠の不適切さを認識する．
2-6 ・データ表示の変換 ・ あるシステムをよりよく理解したり伝えたりするために，そのシス
テムの諸側面のデータを表現し，さらに変換する．
































（Wild & Pfannkuch, 1999, p.226）
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統計的探究プロセスを基盤にもつ絵本のストーリーの評価










































（4） 次元 4： 態度
次元 4 は「態度」であり，統計的探究プロセスを遂行するための態度に関する内容である．具体的
には「批判的な態度」，「想像力」，「好奇心と注意力」，「開放的な態度」，「理解を深めようとする気


























トーリーを評価している．しかしながら，次元 1 の視座からのみ評価しており，次元 2 から次元 4 の
視座からは評価されていない．そこで，佐々木・佐々木（2019）が構成したストーリー（表 5，表
6）に対する第一著者の解決活動を次元 2 から次元 4 の観点から検討する．幼児は自らが解決する際
に働かせた考え方や能力を言語化することが難しいことから，第一著者が問題解決で働かせた考え方
や能力をもとにストーリーを評価することにする．

























題 名： 『 ねえ　これ できる？ 』
対 象： 5 歳児（あるいは幼小接続期の幼児・児童）
構 成： 問題, 計画, データ, 分析, 結論の五つのフェーズ
内包される要素 1： 遊びや体験を通して数量や図形に親しむ場面・記述









表 5 では五つのフェーズを積み木の内容を変えて 2 回繰り返す内容であるが，本研究では 2 巡目を
想定した 1 巡のみとする．次に第一著者が解決活動の中でどのように思考したかを書き出した．さら
に，書き出された内容を次元 2 から次元 4 の視座から分析した．
（a） 使用可能な積み木 （b） 提示された積み木 
図2. 提示された積み木作品
4. 結果
提示された積み木作品に対する第一著者の解決過程における思考を表 7 にまとめる．ここで、表 7









































・立方体は 6 個あれば良いが 3 個しかない
・予定していた通りに直方体の積み木を探そう





・円柱 1 個あれば立方体 1 個分の高さになる






















































































次元 2 から次元 4 のいずれも問題解決活動において働いていたことがわかった．このことから，ス
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